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                                       要約 
 日本の不登校の問題を考えるうえで，常に世界の研究に目を向け続けることは必要である。
筆者は 1980 年から 1990 年までの研究の概観を行い，その継続研究として 1991 年から 2002 年
まで，および 2011 年は ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の，2003 年から 2010 年
までは PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の不登校との関連が考えられるキーワード school 
attendance，school dropouts，school phobia ，school refusal を持つ文献を分類してきている。そ
の継続研究として 2013 年は ERIC の文献 64 件について取り上げ分類し検討を加えた。 
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  Ⅰ はじめに 
 筆者(1992a)は，諸外国と日本における不登校の初期研究を踏まえた上で，ERIC および
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の school attendance, school dropouts, school phobia, school 






 本研究は，2013 年の文献についての継続研究である。ERIC データベースは 2003 年以降，デ
ータベースの検索方法を変更していたため，2003 年以降の文献については，年毎の検索ができ
なくなっていたが，2011 年途中に確認をしたところ年毎の検索が利用可能になっていた。 一
方，DIALOG データベースの PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS (PsycINFO データベース)は，昨





研究の 2013 年分である。 
 2013 年について，ERIC データベースでは，school attendance に関する文献が 32 件，school 
dropouts に関する文献が 28 件，school phobia に関する文献が 20 件，school refusal に関する文
献は 10 件であった。 
 ERIC データベース 90 件の文献の中で不登校との関連が考えられる 64 件について，キーワ
ード毎に分類し，研究の概観をする。 
 
 Ⅱ 各キーワード毎の研究の概観 
 ここで取り上げる研究は，2014 年 6 月現在，ERIC において検索し，不登校との関連が考え
られる 2013 年分として収録されている文献である。ここでは，日本の幼稚園・保育所から高等
学校に対応する学年までの不登校との関連が考えられる文献を取り扱っている。 
  １ school attendance に関する研究の概観 
  2013 年の school attendance をキーワードに持つ文献は 32 件が見いだされる。これらのうち，
ここでは 23 件を概観する。国別では，これらのうち，アメリカ合衆国が 10 件，オランダが 1
件，タイが 1 件，エチオピアが 1 件，マラウイ共和国が 2 件，シエラレオネ共和国が 1 件，ウ
ガンダが 1 件，北アイルランドが 1 件，タンザニアが 1 件，メキシコが 1 件，スウェーデンが
1 件，オーストラリアが 1 件，チリが 1 件である。 
 Monahan ら(2013)は，中流および上流階級の若者の比較的大きな反社会的行動と毎週 20 時
間以上の労働が研究から関連づけられ，一方で雇用は危機的状態にある若者に利益をもたらし，
青年男女の犯罪者の間での犯罪から距離をもたらすことにつながると主張している。開始年齢













 Mackey と Duncan(2013b)によると，メリーランド州では 2014 年度開始に 16 歳から 17 歳，




















学校規模の影響は，それぞれ 0.19，0.31，0.21 である。 
 Mackey と Duncan(2013a)によると，メリーランド州では，2014 年度はじめに 16 歳から 17
歳に，2016 年度はじめに 17 歳から 18 歳に引き上げるという 2 段階で義務教育年齢を引き上げ
ることにした(メリーランド州上院法 362，2012 年)。メリーランド州教育省は，州議会対して
政策転換を行い報告条件を満たす際に，中部大西洋岸地域教育研究所に技術協力を求めた。こ











ない。(1)方法論，(2)2002 年から 2011 年の間の義務教育年齢を引き上げた法規の概要，(3)義
務教育年齢必要条件の要約が付記されている。なお，この文献の要約を Mackey と
Duncan(2013b)で示されている。 















よりもかかわりは多くはなかった。PH 高等学校カリキュラムで用いられた PBL 教育アプロー
チの様々な要素は，健康教育の教育者，生徒，教育支援者に肯定的に受け止められていた。結
果から健康教育に用いられた PBL は登校を増やすかもしれないことを示している。PBL を取り
入れた新しい健康教育プログラムが都会に住む生徒の登校に明らかに影響を与えることができ
る方法を文書化したという点で，この研究は独創的であった。 
  Jindal-Snape ら(2013)は，学校教育に対する創造的な環境に関連する教育的調査研究，政策，
専門的な文献の系統的な概観に基づいて研究を行っている。210 件の文献検索にもかかわらず，




  Moyi(2013a)によると，2000 年のダカールの世界教育フォーラムで，各国政府は 2015 年まで
にすべての教育を成し遂げると宣言した。現在の学籍登録傾向が続くと，校外にいる子どもた






  Grant ら(2013)によれば，トイレおよび生理用品の供給は，発展途上国で青年期の女子の登
校状況とパフォーマンスを促進する有望な戦略であるように考えられる。生理にかかわる長期
欠席と関連した個人段階と学校段階の要因を調べるために，マラウイ共和国学校青年調査






















































  McKay と Cole(2013)によれば，先行研究では，青年男女間のストレスの高められたレベルと
精神的，身体的，情緒的幸福の縮減されたレベルの関係を示唆していた。青年期のストレスと
自己申告された飲酒行動の 10 の領域の関係を調査研究している。12～16 歳の合計 610 人の青
年男女が，北アイルランドの高等学校から選択された。飲酒行動とストレスに関する質問紙に
記入することに加え，参加者は，自尊心と自己有用感についての 3 つの領域を評価する質問紙




























  Griswold ら(2013)によれば，長期欠席と胎児期の貧弱な設備の応諾が，妊娠した 10 代にとっ
ての懸念である。学校での胎教(PAS)プログラムは，胎教のために生徒が学校を去る必要を減
少させる地域健康管理提供者と教職員にかかわる新しいモデルの胎教である。プログラムは，








































































  Simonoff ら(2013)によれば，精神医学的問題は自閉症スペクトル障害(ASDs)で一般的である
が，理由は十分には理解されていない。精神医学的問題の持続性を調査し，それらの出来事と
安定性に対するリスク要因を特定するために，縦断的な人口を代表する一団を用いている。16
歳の 75 人の男子と 6 人の女子，計 81 人に 12 歳で最初に面会し，親が報告する強さと困難さの
質問紙(SDQ)を用いて再評価された。12 歳から，子ども，家族，関連する特徴が，精神病理学




が確認された。0.50～0.58 にわたっている親の相関関係と 16 歳での 0.33～0.53 を親の報告に関


















 ２ school dropouts に関する研究の概観 
 2013 年の school dropouts をキーワードに持つ文献 28 件のうち，関連の考えられる 24 件につ
いて概観する。国別では，アメリカ合衆国が 19 件，オーストラリアが 1 件，カナダが 1 件，フ
ィンランドが 1 件，ガーナが 1 件，ケニアが 1 件を取り上げることとする。 
 



































対する知的尺度として，Kaufman Brief Intelligence Test 第 2 版(KBIT-2)と標準 Progressive 
Matrices(SPM)を用いた限定的なエビデンスの妥当性に対する予備的なエビデンスを提供して
いる。 




男子 265 人，計 493 人のケベック州モントリオールの低い社会経済的状態にある中等学校のフ






  Darney ら(2013)は，第 1 学年時に学業上行動上の問題があると特定された生徒と 12 年生で

















  Halfond ら(2013)は，青年男女の希望と不安についての自己自身についてのスペイン語系ア


















  Hazel ら(2013)は，生徒の学校拘束時間，構成される抱負，所有物，生産性のモデルを提案
している。このモデルから，生徒の学校拘束時間尺度(SSEM)に対するアイテムが展開されて
いる。SSEM は，都市学区の 396 人の 8 年生からのデータにより確認された。構造式モデリン











  Bask と Salmela-Aro(2013)によれば，学校に対するシニカルな態度，生徒としての不十分さ

























































を中途退学数は毎年求めている。州刑務所の収容者の 4 分の 3 は，高等学校を修了していない






る。 「1 年につき最高 120 万人の高等学校中途退学者を加えている」，「若者の 25％は高等学
校を卒業していない」，と「アメリカの約束」代表兼 CEO の John Gomperts は述べている。全
国教育統計センターによると，アフリカ系アメリカ人とスペイン語系の生徒では，中途退学者
数はおよそ 65％である。 











  Balfanz ら(2013)によれば，アメリカ合衆国の高等学校中途退学の危機に関するこの第 4 年次
最新版では，2006～2010 年の改善ペースが次の 10 年間も維持されるならば，合衆国では初め










































  Abuya ら(2013)によれば，1990 年代のサハラ南方の半乾燥地域にあるアフリカ諸国の万人に
共通の初等教育の導入は，学籍登録率を上昇させ，これまで学校にいなかった子どもたちに学
習する機会を提供した。ナイロビの低収入の地域で小学生の中途退学と関連するリスク要因を
決定しようとするものである。質的なデータは 2008 年 6 月と 7 月の間に収集された教育調査研













2011 年に，3～5 才児のほぼ 3 分の 2 は幼稚園に学籍登録され，これらの子どもたちのほぼ 60%
がフルタイムのプログラムに置かれていた。初等教育および中等教育段階で，およそ 5000 万人
の公立学校の生徒が，次の 10 年に 5300 万に増大することになる 2011 年に在籍していた。これ
らの生徒のうち，ほぼ 200 万人は，チャータースクールに通っていた。2011 年の中学校以降の
学籍登録は，1800 万人の大学生と 300 万人の大学院生を含む，2100 万人の学生・生徒であった。
初等学校と中等学校に関する NCES の最新データは，5 校の公立学校のうちおよそ 1 校が 2011




されず，高等学校卒業資格か卒業相当ではない 16 歳から 24 歳のパーセンテージは，1990 年の
12％から 2011 年の 7％に減少した。2011 年の 4 年生大学では，公立および私立の非営利団体の
全日制学生のおよそ 90％が 25 歳未満であった。39％が 25～34 歳の間であり，32％が 35 歳以
上であるが，およそ 29％は私立の営利目的の大学の全日制学生であった。2005 年秋に学位資格
を得ることを始めたおよそ男子学生の 56％と女子学生の 61％が進級せず，2011 年に資格を修






  Stillwell と Sable(2013)は，新卒平均卒業率(AFGR)，高等学校修了者数と 2010 年度の公立学
校の 9 年生から 12 年生の中途退学者データを記述している。州教育庁(SEAs)は，C 部門，ア
メリカ合衆国教育省の ED"Facts"データ集計システム，2002 年の教育と科学改正法 157 項で確
立される協同組合教育統計システムの一部として，修了者，中途退学者，学籍登録者の年間集
計数を，公立初等中等教育の非会計調査の教育統計(NCES)全国共通中核データ(CCD)国家セ
ンターに報告している。8 つの連続した年度からデータを提示するが，テキストは 2008 年度と
2009 年度の間の比較だけを提示している。図形情報を含む表の提示を通して新しいデータを紹







 3   school phobia に関する研究の概観 
 2013 年の school phobia をキーワードに持つ文献 20 件のうち，関連の考えられる 13 件を取り




















ージャーの報告が不足しているにもかかわらず，治療処置の効果は 7 ヶ月持続していた。 






での児童の不安に対する BCBT や CBT の相対的な有効性を今後，調査研究する必要があると
考えられる。 





つ状態と分離不安の兆候が男子では WC と BMI が増加するにつれて顕著であり，女子では身体
症状が WC と％BF が増加するにつれて関連が見られた。社会恐怖，パニック障害，気分変調
の診断は男子では WC と BMI の増加に，女子では気分変調が WC の増加にかなりつながって
いた。これらの調査結果から，青年期前期の情緒的な精神病理学が青年期での体重増加と腹部
の脂肪とに関係していることを示唆している。 
  Kuusikko-Gauffin ら(2013)は，社会恐怖と不安検査(SPAI)を用いて，自閉症スペクトラム障
害(ASDs)の子どもの親 131 人と地域の 597 人の親で，社会不安(SA)の兆候を評価している。
SA は，統制群の母親よりも ASD の母親でかなり共通しており(15.6%対 6.7%)，父親ではほぼ




















ション，それぞれのセッションが 30～40 分の 14 のテキストとコミックをベースとしたセッシ
















PARS に関して，それぞれ 35％と 50％の削減が治療処置反応と鎮静で予測された。8～10 の事




  Bohn ら(2013)は，社会不安障害(SAD)に対する個別の認知療法(CT)や対人関係療法(IPT)を
含む無作為対照化試験での治療処置結果に関する突然の利得の効果について研究している。こ
の研究には 16 セッションの治療処置を受けた SAD の 67 名が参加した。個々のセッションでの
重篤さは，社会恐怖週集計尺度(Clark ら,2013)を用いて評価した。結果から，参加者の 22.4％
が治療処置期間に突然の利得を体験していた。突然の利得のあった個人では，なかった個人と
比較して，事後および追跡調査でかなり低い社会不安の兆候を示していた。CT および IPT で
の突然の利得では，同様の程度，頻度，タイミングであった。突然の利得は，IPT と比較する
と，結果として CT での低いレベルの事後の兆候となった。認知の変化は突然の利得には先行








=81.8%; 選択性=52.0%）。全般性不安障害ではなく，社会恐怖と分離不安障害の SCARED の下
位尺度は，その特異障害に対して検査する全得点より良好な識別適否が明らかになった
(p<0.05)。全体および特定の SCARED 得点から，コミュニティサンプルで AD を特定する適度
な感度と選択性を示した。ＡＤの集団より特定の AD のスクリーニングに関心がある研究者で
は，特定の下位尺度を用いることから利益が得るかもしれない。 






























度 83.9％(95%CI:72.2～91.2)，17 のカットオフ得点を用いての特異度は 51.8％であった。偽陰





  Mattison と Blader(2013)によれば，情緒障害や行動障害(EBD)の特別支援教育の生徒での限
られた学業上の進展に関心が高まっている。これらの生徒において，学業上の機能に影響を与
える学業上の要因と行動上の要因がどのように相互作用をするかについてはほとんど知られて










動上の問題以外の ADHD-I により影響を受けていた。 これらの結果から，EBD の多くの生徒
に対する学業上の介入についての教育計画を一層知らせることが必要であると考えられる。 
 
 4  school refusal に関する文献 






















  Hinckson と Curtis(2013)によれば，知的障害(ID)を抱えている子どもの身体活動のレベルを
決定し，治療介入プログラムの効果を評価する上で，身体活動の正確な評価をすることが必要
である。知的障害の子どもでの身体活動の尺度のシステマティックな概観を PRISMA のガイド
ラインを用いておこなっている。MEDLINE-PubMed，Scopus，Full Text による CINAHL Plus と














領域で，様々な介入により評価 5 から 7 の生徒のテスト不安を軽減することであった。2012 年

























 Ⅲ おわりに 











 2013 年 11 月末より，日本国内の個人利用者向け DIALOG データベース Psyc Info による
PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の利用ができない状態になり，2013 年の文献については ERIC
データベースでの作業を行った。 
 2013 年の ERIC データベースでは，2013 年 6 月現在で，school attendance に関する文献が 32
件，school dropouts に関する文献が 28 件，school phobia に関する文献が 20 件，school refusal
に関する文献は 10 件であった。2013 年の検索文献総数は 90 件であり，このうち 64 件につい
て取り上げた。検索文献件数は，1997 年 101 件，1998 年 95 件，1999 年 118 件，2000 年 166
件，2001 年 289 件，2002 年 280 件，2003 年 371 件，2004 年 833 件，2005 年 935 件，2006 年
806 件，2007 年 1,225 件，2008 年 1,269 件，2009 年 1,558 件，2010 年 1,647 件,2011 年 2,266 件，
2012 年 2,282 件であり，文献数としては 2007 年から 1,000 件を超し，更に増加し続けている。
2004 年以降の急激な増加が文献の電子化の普及と関連があると考えられる。2013 年分について
はERICのみとなっているので，2014年の文献の整理において，PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS
での 2013 年分を含めての文献数を記載し，増減については今後も注目していきたい。 
 基礎研究としての ERIC および PSYCHOLOGICAL ABSTRACTS の文献を用いた世界の不登
校に関する研究の 1 年毎の概観は，23 年目となる。2002 年まで進めてきた ERIC の年毎の概観
が，検索方法が一度変更され，できなくなっていたが 2012 年より再度検索ができるようになっ
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